
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における学校給食は、明治２２年に始まって以来、各地に広がっていきましたが、戦争の影

響などによって中断されました。 

戦後、食糧難による児童生徒の栄養状態の悪化を背景に、学校給食の再開を求める国民の声

が高まるようになり、昭和２１年６月にアメリカの LARA（Licensed Agencies for Relief in 

Asia：アジア救済公認団体）から、給食用物資の寄贈を受けて、昭和２２年１月から学校給食が再

開されました。同年１２月２４日に、東京都内の小学校で LARA からの給食用物資の贈呈式が行

われ、 それ以来、この日を学校給食感謝の日と定めました。昭和２５年度から、学校給食による教

育効果を促進する観点から、冬休みと重ならない１月２４日から１月３０日までの１週間を「学校給

食週間」としました。 

子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄養摂取、肥満傾向など、健康状態

について懸念される点が多く見られる今日、学校給食は子どもたちが食に関する正しい知識と望

ましい食習慣を身に付けるために重要な役割を果たしています。 

学校給食週間においては、このような学校給食の意義や役割について、児童生徒や教職員、保

護者や地域住民の理解を深め関心を高めるため、全国で様々な行事が行われます。 

 

 

● フードマイレージとは何だろう 

フードマイレージは、「自分の住んでいる場所に、より近い場所から来た食べものを選ぶと、環境

への影響が少なくできる」という考えに基づいています。 

野菜や肉などは、生産地からトラックや鉄道、船で運ばれ、食卓まで届きます。運ぶ時、エネルギ

ーを消費して、温暖化の原因となる二酸化炭素が出ます。つまり、距離が遠ければ遠いほど、二酸

化炭素の排出量は多くなります。フードマイレージは、下の図で表されます。値が小さいほど、環境

に優しいということです。 

 

 

 

● 日本のフードマイレージは 

日本のフードマイレージの値は、世界一です。韓国やアメリカの約３倍、フランスの約９倍も高い

値になっています。その理由は、日本の食料自給率の低さです。今の日本の食料自給率は、約

40％しかなく、多くの食料を外国からの輸入に頼っています。遠くから食料を運べば運ぶほど、二

酸化炭素の排出量も多くなるので、フードマイレージの値も大きくなるというわけです。 

フードマイレージは二酸化炭素（CO2)100g を１ポコ（poco）という単位で示します。同じ食パ

ン１斤の原材料でも、輸入した小麦と国産の小麦では、国産の方が約 1.1ポコの二酸化炭素を削

減できるそうです。 

● できることはなんだろう 

（1）なるべく近くのものを食べる（地産地食） 

近くでとれたものを食べると、輸送距離が短くなるので、フードマイレージの値が小さくなります。 

（2）旬の食べものを食べる 

今、ほとんどの野菜は、１年中スーパーで売られていて、いつでも食べることができます。季節の

食べものではない野菜は、遠くから運ばれてきており、フードマイレージの値も高くなります。食べも

のの旬を知ることも大切です。 

（3）食べ残しをしない 

食べ残しをしないことで、ごみ焼却における二酸化炭素の排出を減らすことができます。食品は

必要な分だけ買ったり、食べられる分だけ作るようにしましょう。 

学校給食の移り変わり 写真提供元「独立行政法人日本スポーツ振興センター」 
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令和５年１月１６日（月）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

１月２４日から１月３０日までは全国学校給食週間です 

明治２２年 大正１２年 
２２年 

昭和２２年 

昭和２７年 昭和４４年 昭和５２年 

平成元年 平成１５年 

★★★フードマイレージを知っていますか？★★★ 


